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「記録の標準化を目指して」

　本誌で好評連載中の「記録革命が未来を拓く」。これまで、介護職、とりわけ相談援助職のための記録法と
して、小嶋章吾氏（国際医療福祉大学大学院特任教授）と嶌末憲子氏（埼玉県立大学准教授）とが開発し
たF-SOAIP（生活支援記録法）を実践に取り入れた様々な現場の専門職にその効果を紹介していただきまし
た。今回から数回にわたり、改めて実践の中身を振り返り、記録の標準化に向けての課題と展望をオンライン
座談会で語り合った内容を紹介していきます。
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いかと思い、私はずっと心を痛めてき
ました。中には医療職の影響を受け
てＳＯＡＰを使ってみたものの、やはり
しっくりこないと言ってジレンマに陥る
人も見てきました。
　そこで私と嶌末さんは、医療職と
福祉職が共有できるような記録方法
として、F-SOAIPの開発に至った
のです。
　座談会に参加している皆さんは既
に実践で使っていただいて本当に有

小嶋　福祉職出身でケアマネジャー
など相談援助職に携わっている人に
とって、面接技術と同じように記録も
技術であると教わってきたにもかかわ
らず、実際に技術として習得する、身
につける機会は果たしてどれほど
あったでしょうか。医療専門職が基
礎教育の段階でＳＯＡＰを学び、スラ
スラと書けるようになって現場に出て
いくのと違い、おそらくもっとも負担に
感じている業務の一つが記録ではな

り難いと思っています。ただ、記録に
問題を感じていても日常業務のほうを
優先せざるを得ない、なかなか記録
を変えられないという現場が多いの
です。そこで、F-SOAIPの良さを
実感しつつ、普及に向けての難しさ
も理解していただいている皆さんがオ
ピニオンリーダーとして、介護現場に
おける記録の重要性や、F-SOAIP
の普及が現場にどのような影響をも
たらしていくと思われるかなどを改め

第 １ 回　実践者が語るF-SOAIPがもたらす多様な効果
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